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【概要】 

 この論文は、20 年以上の経験を持つ専門家と初心者のお茶の点て方の技術の違いによる

お茶への影響が述べられたものです。高速カメラでての動きをとらえ、その違いを明らかに

しています。茶道で最も重要なことは、お茶の点て方であり、お茶を飲むだけではなく茶道

を楽しんで心を感じることだと言います。 

専門家は、優しく茶筅を持ち手首を軸にまっすぐ前後に高速で混ぜます。手首を軸に動か

すので、茶碗の底全体にカーブしたような線で混ぜます。その後、表面に立った泡をゆっく

り消しました。一方で、初心者は専門家とは違い、強く茶筅を持ちながら肘を軸に、全体的

なプロセスで前後左右に早く混ぜました。そして、肘を軸に動かすので、茶碗の底のみ真っ

直ぐな線で混ぜられました。 

その結果、専門家は適切な時間でお茶を混ぜ、その後のお茶も冷めることなく温度が保た

れましたが、初心者のお茶は 10 度近く温度が下がっているお茶があることがわかりました。 

 

 

【感想】 

 お茶の混ぜ方にも様々な方法があると思いますが、混ぜ方が違うだけで温度が違ってし

まうことがあるのだと感じました。専門家のお茶は 2 度ほどしか下がっておらず、専門家

と初心者のお茶の混ぜ方の結果が顕著に表れました。温度が変われば、きっと風味や味にも

影響が出てくると思うのですが、風味や味を示した内容は見られませんでした。専門家と初

心者の点てたお茶の、風味や味などの違いも書かれていたらもっと興味がわくだろうなと

感じました。お茶の点て方一つで、大きな差が生まれてしまうというのは、さすが茶道は奥

が深いなと感じさせられました。 

 専門家は茶筅を優しく持ちながら高速で混ぜるようですが、実際に私がエアーで試して

みると途中から力が入ったりすると思うので、お茶を点てるのは以外と難しいのではない

かと思いました。 

お茶を頂く機会はあるのですが、まだお茶を点てた経験がありませんので、早く体験しに

行きたいと思っています。 


